情景 (秋) 



宫本 百合 子 



秋の 景色 (十 一 月 初旬) 

〇 曇り 日 日曜。 ちっとも 風がない。 

〇 すっかり 黄色くな つた 梧桐の 葉、 

〇 その 落葉の ひっかかつ ている 横の 木の 枝 

〇 きのうの 雨で まだし めつ ぼく 黒く 見えて いる 庭 

木の 幹。 

離れの 方から マ ン ドリ ンと ピア ノの 合奏が き - J え 

て 来る。 

◎ ひどく 雨が 降って いる。 

〇 遠くの 方で、 屋根 越しに 松の梢が まばらに 大き 



く 左右へ はり 出した 枝 を ゆすって いるの が 雨中に 

見える。 

〇 柿の 木が すっかり 葉 をお とし、 いくつかの 熟し 

た 実 を 盛に 雨に うたれ ている。 

◎ バスにのつ て 戸塚の 方へ 出たら 雨が ザ— ザ— ふ つ て 

いる。 バスの 前方の ガラス を 流れて いる。 

降りる 頃に は また やんで しまって いた。 

◎ 芝居の かえり。 初日で 十二時になる (群盗。) アン 

キ ー とかいう 喫茶。 バ— の 女給。 よた もん。 

茶色 の柔ぃ 皮の ブ ラウズ 。 鼠色 のス ー とした ズボ 

ン。 クラ バットが わりの マツ フラ ー を 襟の 間に 入 



れて しまって いる。 やせぎ すの 浅黒い 顔、 きつち 

りと して かりこんだ 髪。 つれの 女の子、 チェック 

ポタ— ジ ュ をのんで いる 

の アンサンブル (赤、 緑、 黒 的) 黒い ハンド バッ 

グと 手袋と を その 男が もって やって いる。 このよ 

た、 ちっとも 笑顔 をせ ず。 

「あっちへ つけと きました から」 

「おつけに な つて 下さいました の？」 

フ え 5;」 

〔欄外に〕 

バァの 女給。 十二時 頃 tearoom で ポタ— ジュを 

たべ トウ スト をた ベる。 ヴ イン ナ、 トウ スト マ 



ダムと いう 女 朱 赤と 薄 クリ— ムの 肩ぬ き 的な 

洋装、 小柄 二十 四 五位 

夕方 五 時す ぎ。 

電車 道のと ころ を 見る とさ ほどで もない が 濠の 側 

を 見る と、 濃く もやが 立ち こめて 四 谷 見附に 入る 

堤が ぼんやり かすんで 見える。 電燈は それにと 

け 込んで いる。 

〇 電柱に 愛 刀 週間 〔# 「愛 刀 週間」 に 枠 囲み〕 の 立 看 

反 

◎ 右手 の 武者 窓づ くりのと ころで 珍 しく 門扉 を ひ 



〇 皇太子の 生れて よろこびの 花電車 (1933 の暮) 春 

日 町のと ころで 会った。 こちら 自動車。 ダ— やられ 

たと き あの 感じ を 思い出した。 

遭遇の 場面 

〇 新 響の かえり。 銀座。 男 二人 女 一 人 

ァラ！ ああ やっと 見つけた という 工合 だ わ 

ァ ミノ と。 

◎ 若松に 入って ゆく、 奥へ ゆく。 右手に 若い 男 二人 

こっち 側、 あっち 厠に 緑郎 



鶴 「いとこさん がいる よ」 

見る と、 しきりに 何 か 喋って いる 

一 人が しきりに こっち を 見て いる、 

やがて 気がつく。 笑う。 やがて 緑 帽子 をぬ ぐ。 

(何 か 自然で、 おとなしく しっけよ い 感じ) 

鶴 「あのひと もこの 頃 顔が なかなかし つかりして 

来たね」 

「うん、 いろいろ 書いて やって いるから ね」 

林 町の 通りへ 入ったら 後から： Headlighf そうかな 

こっち 止る、 うしろ も 止る。 すると 緑が 出て 来て ドア 

を 外から あけて くれる。 そういう ものごしの 中に ある 



れ るよう な 印象で ある。 

その 横 まだらの 空に 葉 を 半ば 落した サイ カチ 

の 梢が そびえて いる。 

〇 十 一 月の 或 小雨 もよ いの 午後 四時。 

暗 い ので 部屋に 灯が ついている。 

入った 右手の 安楽椅子の ところに 紀 ラクダ 毛布 

を 引か つ いで 眠 をぶ つてい る。 

②紫 矢が すり 赤い 友 禅の ド テラ 引かぶ つて 櫛の 

ハの 通って いない 髪 青い 半ぐ つした。 

室 中に 何とも 云えず 重い 懶ぃ 雰囲気が こめて いる _ 



その 同じ 娘が 人中で は 顔 も 小ぢん まり 気 どる 

ス ー ス— と モダン 風な 大股の 歩きつ きで。 

それに 対する 反感。 

十 一 月 初旬の 或 日 

やや ：Patal な 日の こ 

と。 

梅 月で しる 粉 をた ベ 

午後 久しぶりで ひる 風呂、 誰もい ず。 髪 を あらう、 

その なめらかな 手 ざ わりの なごやか さ。 
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